
令和４・５年度 熊本県教育委員会 指定 
        熊本県学校保健会・熊本県 PTA教育振興財団 委嘱 
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令和５年（2023年）１１月７日（火） 
相良村立相良南小学校 

 
 

自ら考え、なりたい自分に向かって 
チャレンジする相良っ子の育成 

～子供が自分の成長を感じる健康教育を通して～ 

本校が考える健康(3つの側面) 

 

 

 

３つとも健康だと

なりたい自分に

近づけるぞ！ 

あたま 
自らの課題について考え、行動

することができる学ぶ力 

こころ 
自他を大切にし、 
他者を思いやる豊かな心 

からだ 
なりたい自分に向かって、 
    チャレンジできる健康な体 

なりたい 
自分 

【研究の仮説】 
・学習プロセスを重視する授業を進めていけば、自ら考え、チャレンジする子供が育つだ 

ろう。 

・日常的な指導を系統的・計画的に取り組んでいけば、自分の心身を大切にする子供が

育つだろう。 

・授業や取組の振り返りや評価の工夫を行えば、自分の成長を実感できる子供が育つだ

ろう。 

 

研究主題 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家
庭
と
の
連
携 

健康教育 
カリキュラム･ 
マネジメント 
の推進 

児童の実態 
 
学びの 
土台づくり 

自ら考え、なりたい自分に 
～子供が自分の成長を 研究主題 

対話する力 「かしこく」 やる気・成長 

思いやりの心 
 

健康教育カリキュラム 

○各学年の重点目標を基に、健康教育に関する各教科・総合的な学習の時間の内容を整理し、関連す
る他教科、行事等を赤線でつないだ健康教育カリキュラムを作成している。総合的な学習の時間の
内容につながる学習は、黒矢印でつなぎ、関連性が分かるようにしている。 

○定期的に見直し・修正を行っている。今後も健康教育における「なりたい自分」を目指すカリキュラム
にしていく。 

健康ポートフォリオ 

○健康教育カリキュラムを、児童用にまとめたもの。健康教育カリ
キュラムの中から、なりたい自分に関わる重点的な学習を学期
ごとに３つ選び作成した。児童は、１つの学習が終わるごとに、
振り返りを書き込んでいる。 

○児童が健康教育につながる学習を意識することができ、振り返
ることで自分の成長にも気付くことができる。 

 

○教科等横断的視点による健康教育 

年間計画 

○健康ポートフォリオの活用 

○学校内外の資源活用 

（人・もの・こと） 

○各種調査・アンケート 

から見える児童の実態 

○MINAMIスタンダード 

○ノートコンクール・音読タイム 

○支持的風土のある学級づくり 

○リフレーミング 

学校内外の資源活用 

○人・もの・こと等、地域の人材や自然を活用する。 

○学習用具やノートのとり方など全学年共通して取り組んでいる。 

○①「筆箱の中」②机の引き出しの中③ノートのとり方。 

○学年や担任が変わっても、学習の基盤を統一することで、児童は 

新年度も戸惑うことなく学習を進めることができる。 

MINAMIスタンダード 

本校の健康課題として以下のことがあげられる。 

〇肥満傾向児童の割合の増加 

〇視力の低下 

〇未処置のう歯保有者の割合が県平均より高い 

〇運動量の減少 

〇自分の考えを自信をもって伝えること 

児童の実態 

自分の健康課題を知り、行動する児童を育てる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【視点 ３「学びの土 

 

 

日常的な指導の工夫

 

学
級
で
の
健
康
観
察
は
、 

一
人
一
人
の
顔
を
見
な
が
ら
。 

結
果
は
学
校
内
で
共
有
。 

家庭と連携した健康チェックカード 登校後の担任による健康観察 

児童の実態に応じた保健指導 「ステップＷＥＥＫ」の実施（基本的生活習慣の定着とふりかえり） 

手の汚れを可視化し、手洗いの仕方を考える。 歯みがき指導 

歯科健診の結果は、個人面談

をして家庭に伝える。 

朝の会にストレッチタイムを導入 
全校体育や体育の授業で 

アップアップ体操を行う。 

児 
童 
の 
健 
康 
把 
握 

栄養教諭による手の洗い方指導 「食育月間」にはテーマに応じた献立を工夫 

保 

健 

指 

導 

給

食

指

導 

体

力

向

上 

アップアップ体操は、新

体力テストの課題点を克

服するための運動を取り

入れています。音楽に合

わせて、楽しく体力向上

を目指します。 

ステップＷＥＥＫでは、「歯みがき」「早寝早起き」など、基本的

な生活習慣を身に付けるための取組を行っています。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      
      

 
１ 本時の見通しをもつ ○か  
 
       
 
 
2 意見を出し合う（個人―グループ）○わ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 全体で考えを整理する 
 
 
 
       
 
 
 
 
 
４ 学習したことをもとに事例１について考える 

 
 
 
 
  

 
 
 
５ 本時の学習を振り返る○べ  
① まとめをする 
 
 
 
      
② 学習の振り返りをする 
 
 
     
        
             

 

めあて「病気にかかる原因は何なのか考えよう。」 

授業展開例（６年生 体育 保健領域「病気の予防」） 

     

 

学習プロセスを重視した授業の工夫

病気にかかる原因を知っている人は、３１
人。知らない人は，７人でした。 
みんなは、どんな病気にかかった経験が
あるかな。 

かぜをひく原因っ
てどんなことがあ
るかな。「体が冷
える」かな。「ウイ
ルス」かな。 

個人で考えた付箋紙を発表しなが
ら貼っていきましょう。似ているもの
は、まとめて貼ってください。 

「冷たいものを食べる」と「栄養
をとらない」は同じグループじゃ
ないかな。 

「せきやくしゃみをしている人」
がいたことです。 
「前日にスポーツ大会に出て 
疲れていた」ところです。 

病気にかかる原因は、「病原体」「環境」
「生活の仕方」「体の抵抗力」であることが
分かった。 

抵抗力を高めていくために、運動したり、栄養のある
食事をしたりしていきたいです。 

「病気の予防」について 
校医の緒方先生のお話を聞きました。 

今までどのような病気にかかったこ
とがありますか。（事前アンケート） 

Nさんがかぜをひきやすい
状態にあることが分かる部
分はどこかな。 

なりたい自分へ 

向かう力（習慣化） 

【講話後の児童の感想】 
病気にならないようにするには、食べ過ぎ
なかったり運動したりすることが大切だと
分かりました。また病気の「がん」について
も詳しく知ることができました。今日学習し
たことを生活に生かしてできるだけ病気に
かからないようにしていきたいです。 
 

考察 
自分の課題をもとに
なりたい自分（目標）
に向かっていくにはど
うしたらいいか考え
る。 

児童の実態 

・学習前の 

アンケート 

・生活アンケート等 

知識・理解 
・本時の学習 
・GTの活用 
・健康教育コーナー 
・健康ファイル 

課題・把握 

学習したことを自分

事として捉え、自分

の課題をもつ。 

５つのステップ 

行動化 
・知識を実践へ 
・保護者との連携 
・ステップＷＥＥＫ 
・肥満傾向児指導 
・健康チェック 

実は，病気の原因は，
大きく４つにわけられ
ます。合体できそうな
内容をまとめてくださ
い。そして、そのまとま
りに名前をつけていっ
てください。 

たくさん見つけ
ることができま
したね。 
すばらしい。 

すごいですね。学習したことを
もとに考えることができたね。 

  【高学年で身に付けさせたい資質・能力】    ○自分の良さに気付く力 

○周りの状況を考えて進んで行動する力     ○自分で判断する力 

 



 

 

けんこうポートフォリオ  （５）年（１）組（  ）番 名前（                     ） 

 

１学期 ２学期 ３学期 

 

道徳：見えた答案 

気持ちがすっきりするためには、

正直な気持ちで行動しようとする

心を育てる。 

 

 

保健：心の発達 

なりたい自分に向かって頑張る
ために悩みや不安に対する自分の
解決方法を実践しようとする意識
を高める。 

 

 

学活：上手にコミュニケーションしよう 

相手の立場や自分の心の状
況を考えて、友達への声かけや
行動しようとする意識を高め
る。 

 

 

学活：落ち着いた生活を心がけよう 

落ち着いた生活を意識して、簡

単なミスやけがなどを減らそうとす

る心を育てる。 

 

 

体育：マット運動 

自分の課題に合わせた練習の
場を選んで練習して、自分の良くな
ったところを気付くことができるよ
うにする。 

 

 

保健：けがの防止（緒方創造先生 GT） 

けがをした時も被害を最小限に

抑えるため、適切に対処しようとす

る意識を高める。 
 

 

道徳：コースチャぼうやを救え 

国は違っても、命の価値は一緒

だから、互いに助け合って生きてい

こうとする心を育てる。 

 

 

学活：もうすぐ６年生 

目指すべき６年生としての姿を
自分なりに決めて、その目標に向
かって頑張っていこうとする意識を
高める。 

 

 

行事：卒業式 

在校生代表として卒業生を送り

出し、最上級生となる意識を高め

る。 
 

★１学期のふりかえり ★２学期のふりかえり ★３学期のふりかえり 

なりたい自分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康教育カリキュラム・マネジメントの推進

 

１年後に 

なりたい自分 

健康に関わる 

学習の 

振り返り 

学期の 

振り返り 

自分の成長を 
振り返る 

学習したことは

「健康ファイル」

に入れ、いつでも

振り返られるよう

にしています。 

次学期、次年度の計画に生かし、教育活動の質の向
上につなげています。 

教師のねらいを記入した 
ポートフォリオ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の実態 

 

 

ノートコンクール 

音読タイム 
「ていねい」「びっしり」「くふう」「がんばり」の４つの部門で、各
学年から代表を選出して、廊下に掲示しています。 

毎週金曜日の朝の活動時間に行っていま
す。学力検査や県学力調査等の結果から、
苦手な分野を徹底して復習します。 

「音読」や「視写」の重要性から、毎週
火曜日の昼休み終了後に１５分間、音読
や視写に取り組んでいます。 

意欲も高くなり、 

内容もよくなって 

います。 

児
童
の
算
数
の
ノ
ー
ト 

ー
ト 

自学ノートでがんばって
いることは、学校で習っ
たことの復習を丁寧にま
とめることです。 

（児童の感想から） 

学びの土台が統一され
ていることで、担任や
学年が変わっても、ノ
ートの書き方は変わり
ません。 

リフレーミング 

 

 本校の健康課題  

                             「
見
方
や
考
え
方
を
変
え
、
プ
ラ
ス
の
言

葉
を
使
う
こ
と
で
、
支
持
的
風
土
の
あ
る

学
級
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

行動化 

生活化 

・健康診断 

・体力テスト 

・健康に関する子供アンケート 

・ｉ-check 

・全学調質問紙 

・教師の見取り 

・肥満傾向児童の増加 

（R２：１４．６％→R３：１６．５％） 

・視力の低下 

（Aの割合 R２：６２．５％→R３：５９．９％） 

・未処置のう歯保有者の割合が県より高い 

（R３：２７．５％/県平均２３．４％） 

・柔軟性で県平均を超えた割合が低い 

（R元：５０％→R3：２５％）R2未実施 

・自分の考えを自信をもって伝えることが 

できる児童が少ない。 

・基本的生活習慣の定着不足 

・メディアの視聴時間の長さ 

・運動の機会の減少 

・姿勢の崩れ 

・学校では実践できていても、家庭で

は実践できていない 

・自己有用感を感じる機会が少ない 

取組 

授業実践 

MINAMIスタンダード 

各種調査 健康課題 要因 

習慣化 

学びの土台づくり

児童の健康課題から、要因の分析を行い、習慣化を目指し、児童がなりたい自分に向かってチャ
レンジできる取組を実践しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

学習プロセスを 
重視した授業 
の工夫 

日常的な 
指導の工夫 

向かってチャレンジする相良っ子の育成 
感じる健康教育を通して～ 

チャレンジする態度 「たくましく」 元気 
 

「やさしく」 笑顔 
 

授業実践例 

2年生 道徳科 
「かむかむメニュ－」 

外部講師によるオンライン講話 
「眠りのスイッチオン」 

（地域学校保健委員会主催：相良北小と合同） 

○学校内外の人
材を活用した
単元づくり 

○児童の実態・
課題を基にし
た授業づくり 

○行動化・生活
化につながる
５つのステッ
プ 

放送委員会「健康の部屋」の放送 

６年生 体育科 「病気の予防」 

健康教育に関する日常的な指導
を保健面・体育面から継続的に
行う。 

 

全校体育「アップアップ体操」 

「「 

保健委員会からの歯科健診の結
果のお知らせ 

栄養教諭による給食指導 

か・わ・べ学習 

みどり学級 自立活動 
「おなかすっきり大さくせん」 

学習過程に「ほめ言葉のさしす
せそ」、「あいづちのあいうえお」
を取り入れた「か・わ・べ学習」 

○保健指導 
○給食指導 
○ステップＷＥＥＫ 
○各委員会の取組 
○健康チェック表 
○朝のストレッチタイム 
○アップアップ体操 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成 果 と 課 題 

○成果 

〇健康教育カリキュラム・マネジメントを実施し、健康教育と各教科、行事等との関連を意識し、見通しをもって、取り組んだこと

で、健康を意識して生活する児童が増えた。【資料 1】 

〇ステップ WEEK や保健指導・各授業実践を通して、自分の課題にチャレンジすることで、自分の生活習慣を見直すことがで

き、自分のことは自分でしようという意識が高まった。【資料２・資料３】 

〇朝のストレッチやアップアップ体操を行うことで、運動する習慣が身に付いてきた。その結果、県平均を上回った項目が、令和４

年度は 96項目中５３項目だったが、令和５年度は６６項目となり運動能力の大きな伸びが見られた。【資料 4】 

〇「ほめ言葉のさしすせそ」などを学習過程の中に取り入れ、できたことや頑張ったことなど、過程を評価する授業の工夫を行っ

たことで、自尊感情や自己肯定感が高まった。【資料５】 

〇学習後の振り返りや健康ポートフォリオの振り返りを計画的に取り入れたことで、児童が自分の成長を感じ、頑張った自分に

気付くことができた。【資料６】 

△課題 

△自分の思いを伝えることについては、７２．８％から７９．３％へと伸びてはいるが、自分の思いを、自信をもって伝えることがで

きる児童は少ない。今後も、児童のよさを認め、自信をもつことができる児童を育てていく必要がある。【資料７】 

△平日の睡眠時刻が遅くなっていることについては、基本的生活習慣の定着が不十分なことやＳＮＳの利用率の上昇なども考

えられるため、メディアとの付き合い方も含めた家庭との連携がさらに必要である。【資料８・資料９】 

【資料１】健康のことを考えて生活して
いますか。 

 

【資料４】授業以外で、運動したり、遊
んだりする日はどれくらいですか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【資料５】自分にはいいところがあると
思いますか。 

 

【資料２】朝は、自分で起きています
か。 

 

【資料３】テレビやゲームの時間はどれ
くらいですか。 

 

【資料６】がんばっていることがあり
ますか。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【資料７】自分が正しいと思ったこと
を、自信をもって伝えられていますか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【資料８】平日は、何時ごろに寝てい
ますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【資料９】友達とＳＮＳでやりとりをして
いますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


